
Thunderbird の重要設定
この設定を行なわない場合、東工大ポータル内のメールが削除されます。

意図した行為であれば構いませんが、東工大ポータル内にバックアップを
取っておきたい場合などは、注意して下さい。

設定方法は POP3とIMAPで異なります(IMAP は確認のみでよいかも)。
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設定の準備
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Thunerbird を起動した後、
画面上部のメニューから、
「アカウント設定」 を呼び出し
ます。



POP3 を選択した場合の設定手順 (1)
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アカウント設定のメニューから、
「サーバ設定」 を呼び出します。



POP3 を選択した場合の設定手順 (2)
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「ダウンロード後もサーバーにメッセージを残す」 にチェックを入れ、

以下二つの副設定（「○○日以上経過した…」 と 「メッセージを

削除したらサーバーからも削除」）のチェックを外す。



POP3 を選択した場合の設定手順 (3)
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続いて、「ディクス領域」 を選択して 「メッセージを自動削除しない」 にチェックを入れ、

「最近のメッセージを…削除」 と 「送信日時から…削除」 のチェックを外す。



IMAP を選択した場合の設定手順 (1)

2023/04/20 情報リテラシ第一 6

アカウント設定のメニューから、
「同期とディスク領域」 を呼び出します。



IMAP を選択した場合の設定手順 (2)
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「メッセージを自動削除しない」 にチェックを入れ、

「最近のメッセージを…削除」 と

「送信日時から…削除」 のチェックを外す。
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